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道沿いの建築土木（ふうけい） . k W h

栁原逸聖│大阪府  工芸高等学校出身│作品│学長賞│

滋賀県の蒲生平野に位置している竜王町は、広域的に圃場整備された農地の間を縫うように
幹線道路が敷かれ、大小30近くもの既存集落が点在している地域です。この地域には鉄道
の駅が存在しないため、駅前商店街のような中心市街地が存在していません。そのため駅前
にコンパクトなインフラ整備や巨大開発ができない一方で、人口減少問題にも取り組む必要が
あるジレンマを抱えた地域でもあります。そこに地方都市郊外の農村で一般的にみられる幹線
道路沿いのビルディングタイブの発展可能性にスポットライトをあて、農業と発電の両立を可能
とする技術を用いて、地域の生業に根差した「建築と工作物」のある風景を設計しました。地
域に残る幹線道路や三相電力線のインフラを活用しながら、稲作農地の上にソーラーパネルを
載せた「ソーラーシェアリング」の支柱のデザインと、その生活を前提として成り立つライフスタイ
ルの提案です。また、支柱は従来のメガソーラーにあるような単管パイプなどでつくる簡易的な
デザインではなく、ビニールハウスなどで用いられる曲線や、小屋で使われる軸組などのデザイ
ンソースを使用して設計しています。農業の担い手の後継者不足や、地方都市の人口減少問
題、そしてインフラの維持の問題を見すえながら、今後の日本のエネルギー開発とそれに付随
する景観のあり方を議論する目的で制作しています。
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第3章　うめきた広場の空間構成とアクティビティの分析
3-1　移動行動と滞留行動の分析…うめきた広場は、グランフロント大阪の玄関口に位置すると同時に、大阪駅直結の
駅前広場であるため、様々な目的を持った不特定多数の人物が居る。まずは、うめきた広場全体の、一般的な利用の
され方として移動行動と滞留行動を把握する。
3-2　環境の分析…温熱環境シミュレーションツール「ThermoRender 5 Pro （サーモレンダー 5Pro）」によってビジュ
アルに表現した温熱環境と、熱流体シミュレーションソフトウェア「STREAM」によってビジュアルに表現した風環境を、
「快適性」をキーワードに分析をおこなう。
3-3　空間構成とアクティビティの分析…主要な場所を対象に具体的な分析をおこなった。主要な場所は、カスケード、
楕円形広場、イベント・スペース、楕円形植栽帯、けやき並木、大階段、せせらぎテラスの7つとした。
3-4　うめきた広場の空間構成とアクティビティの関係…以上の分析をまとめると以下のとおりである。
・利用動線は、平日・休日で数の変化はあるものの、位置の変化はなく、歩行者数の増加にも対応できる、シームレスな
動線計画である。
・主な利用動線は、大階段の前にあるグランフロント大阪方面とALBi方面をつなぐ動線であり、その動線が途中で枝分
かれし、各場所をつないでいる。
・滞留場所は、平日・休日で数の変化はあるものの、位置の変化はなく、数多くの滞留場所が用意されている。
・各滞留場所は、環境の快適性と深く関係しているということが、温熱環境（MRT）と風環境の分析によりわかった。そ
の中でも樹木は、風向と風速に変化を与え、影によりMRTを下げていた。
・各滞留場所からの視線は、主に楕円形広場に向いており、形態的な特性もあることから楕円形広場はシンボル性、演
劇性の高い場所となっていた。よって、利用者にもある傾向があり、日常的な居場所とはなりにくい。
・全体において、管理区分が定められていることからイベント開催時であっても混乱することはない。

第4章　考察とまとめ
4-1　コラージュされたような空間要素…うめきた広場の空間構成は、既存のエレメント、すなわち建築や都市計画、ラン
ドスケープという分野が、これまで作りあげてきた空間要素を引用することで語れてしまう。しかも、それらがコラージュさ
れているようにも見える。
4-2　見えないコンテクストの読み取り…うめきた広場の空間構成とアクティビティについて分析していると、形やデザイン
が持つ表層には現れないコンテクスト、つまり「見えないコンテクスト」の存在が大きいことがわかった。人の知覚によっ
て「見えないコンテクスト」は深く読み取られるが、それらがどのような空間性をつくりだすのか、人はどのような空間の質
を感じる取るのか、という公共空間にとって一番重要なデザインがなされていない。
4-3　思い描かれた風景と現実の対比…うめきた広場は第一に、「賑わい」を求めた公共空間をつくりたかった。アドバ
ルーンがぷかぷかと浮かび、風船が飛ぶ、そして蟻のように居る人。そんな、非日常の風景が思い描かれた場所で、人々
は自らの知覚だけを頼りに、現実を生きていかねばならないのだ。

N a t u r e ,  A r t i f i c i a l i t i e s ,  
I n t e r s e c t i o n  ～ s h i n - K o b e

川下史博│作品│学科賞│

うめきた広場における空間構成と
アクティビティに関する研究

岡田真弥│大阪府  工芸高等学校出身│論文│学科賞│

新幹線駅はどこも同じでつまらない。ただ、新神戸駅は他とは違い、自然（六甲山系）、住宅
街（熊内）、商業地（三宮）、観光地（北野異人館）といった環境的特徴のある、可能性の高
い場である。しかし残念なことに、これらの多種多様な環境と交通の要所といった機能が、新
神戸という一点で不協和音を伴いながら接し、暗く重い雰囲気を作っている。つまり、駅を利
用するためだけにここを訪れる人々にこの地との接点はなく、既存商業施設は次 と々閉店をし、
またここに住む住人にとってもなんら潤いを与えてくれる場とはなっていない。様々な環境的要
素が集まる単なる点であった新神戸を、線や面として交差させれば様々な動きと息吹きが戻っ
てくる。分断され押し込められた自然を川とともに街へ広げれば、住民とそこを行き交う人々の
憩いの場となる。人の少なくなった既存商業施設と駅と自然とを緩やかにつなぐ駅舎があれば、
人は留まり、何かが生まれる。

要旨
序章
0-1　研究の背景と目的…本研究は、私たち人間が都市空間の中にどのような性格の居場所を獲得・展開しているかとい
う視点から、大阪の「うめきた広場」を対象に、開発の背景や歴史の整理をした上で、現地調査やシミュレーションを行い、
現代都市における公共空間の本質的なあり方について考察することを意図している。
0-2　研究の方法…研究の方法は、アメリカのランドスケープアーキテクトであったイアン・L・マクハーグ（※1）が、エコロ
ジカルプランニングの方法論として確立した「レイヤーケーキモデル」を応用し、「環境を含めた人と物の関係」の分析をお
こなう。（※1）本来「レイヤーケーキモデル」は、エコロジカルプランニングの方法論であるため、自然的要素の多様なオー
バーレイで、本質的な価値を見出す手法である。「自然」という不定形で、日々変化していくものを捉える方法として有効
であるということから、本質を捉えることが困難である「空間」と「人」の関係にも応用できると考えた。
0-3　対象地の選定…対象とする場所は、大阪梅田北ヤードの再開発として誕生した「グランフロント大阪」の玄関口に
位置する「うめきた広場」に定めた。「グランフロント大阪」の玄関口として重要な役割を担うと同時に、一日の平均利用
者数が約250万人の巨大ターミナル「大阪駅」の駅前広場として位置づけられている広場である。西洋の広場を思わせ
る形態と、豊かなプログラムが特徴の広場で、BID制度の導入など日本にある広場の中でも珍しいタイプである。新たな
公共性を探求する上で、避けては通れない場所だと確信した。

第1章　うめきた広場に関係する区域・取り組みについて
１-1　梅田北ヤード…大阪の梅田北ヤードは、ＪＲ大阪駅を中心に阪急電鉄、阪神電気鉄道、大阪市営地下鉄などが乗
り入れていることから、古くから大阪の中心部の一つとして発展を遂げてきた。1874年（明治7年）に開業した大阪駅は
当初、旅客と貨物の両方を取り扱っていたが、貨物輸送量の増加から貨物駅としての役割を分離することになり、1928

年（昭和3年）12月1日には広大な貨物積み卸し施設を持つ梅田貨物駅が、大阪駅の北側に開業した。
1-2　「グランフロント大阪」の新たな取り組み…2015年4月から日本初の「BID制度」（※2）が、うめきた広場を含むう
めきた先行開発区域7haのエリアで運用されている。開発事業者12社で構成したエリアマネジメント団体「一般社団法
人グランフロント大阪TMO」が、制度適用の第1号団体となった。
（※2）「BID制度」とは、認定された対象のエリアで、民間団体がおこなうエリアマネジメントの活動資金を自治体が再配
分し、公共空間の管理を持続的、一体的におこなう街づくり活動を支援する制度である。

第2章　うめきた広場の形態、空間的特徴
2-1　うめきた広場の概要…大阪最後の一等地に誕生した先進的な商業施設「グランフロント大阪」の玄関口として重要
な役割を果たすのが、本論文の調査対象「うめきた広場」である。西洋の広場を彷彿させるデザインのこの広場は、大
阪駅北口の正面に位置しており、規模は約10000㎡もあり国内最大級である。
2-2　うめきた広場の形態的レイヤー…「うめきた広場の形態的レイヤー」、「現地調査に基づいたレイヤー」、「シミュレー
ションに基づいたレイヤー」という3つの区分でレイヤーを構成する。「うめきた広場の形態的レイヤー」では、図面から形
態的特徴や性質を抽出した。
2-3　現地調査に基づいたレイヤー…　「現地調査に基づいたレイヤー」では、現地調査や、資料による情報収集を参考に
レイヤーを作成する。
2-4　シミュレーションに基づいたレイヤー…「シミュレーションに基づいたレイヤー」では、3Dモデルを使用し、各種シミュ
レーションをおこなう。
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l e a r n i n g  p a r k

大森菜央│岡山県  倉敷古城池高等学校出身│作品│奨励賞│

居場所の中

池村友希│大阪府  港南造形高等学校出身│作品│奨励賞│

Pe d i a  L a n d

上田恭平│兵庫県  科学技術高等学校出身│作品│奨励賞│

とある棟割長屋の再生計画  

岡田真弥│大阪府  工芸高等学校出身│作品│奨励賞│

自ら何かに興味を持つと、その事柄についてもっと知りたいと思い、自然に行動が起こってくる。
それが本来の学びのあり方だと考えたとき、現在の日本の学校教育に疑問が生まれた。本設
計のパーク内では、動きたいときには動け、休みたいときには休めるシステムと空間が用意さ
れている。子どもたちの純粋な意思を尊重し、地域のつながりと共にのびのびと充実した学習
生活を送れるような、未来の新しく開放的な学びの景色を提案した。

家から一歩外に出るとそこは、公共空間が広がり空間の共有を知らず知らずの間に行ってい
る。そこから見つけ出した自分の居場所というのはとても心地がよい。自分の過去から得た空
間を構成するヒントを公共空間の新しい可能性へと変換できないかと考えた。公共空間は決
められた使用方法しかされていない、それではこれからの公共空間に先はないと思った時に
利用者が自ら空間を作り出せれば面白いのではないかと考え設計を試みた。

学園都市駅とは大学の箱が多くある駅である。駅はそこを通るそれぞれの学生の生活動線を
交差させている。しかし、学生は駅でとどまる事をしない。その為、人と人との接点がもてて
いない。その事を学園都市駅の問題点とした。学生同士や学生と住民が駅を中心に交流し、
１つの大学でとどまらないコミュニティ図が形成されていく事が理想の形だ。私はこの理想を
現実にする為の仕掛けを提案する。

とある棟割長屋は、大阪の福島区にそっと佇んでいる。昭和元年に建てられた、大正末期の
形式を持つ棟割長屋であり、何より「生きられた家」としか言いようのない佇まいが心を躍らせ
る。これはその「とある棟割長屋」、すなわち「生きられた家」を賃貸住宅として建替える計画で
ある。人に「生きられた」ことによって生まれた空間の状態を手がかりに、この先の「生きられる」
に向けて、新たな空間を獲得する。
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─k a a m─ 可愛い椅子には旅させよ。

上村昂平│大阪府  大阪学院大学高等学校出身│作品│奨励賞│

この作品には、図面も模型もない。私は日本のデザインの温度を上げることを目標に、まず「デザ
イナーズ椅子を一人一脚普及させるための仕組み」をデザインした。椅子に対するこれからの新
しい価値観や所有の仕方を示すことで、建築や都市の在り方にまで変化を及ぼしていく。椅子と
建築の関係性は空間的な美しさのみが重視されてきた。しかし椅子を都市スケールで見ることで
椅子が広告の媒体となり、椅子が人と都市を繋いでいく。

種田陽平の映画美術空間について
岡村明日佳│高知県  高知追手前高等学校出身│奨励賞│

論文

家具と建築の関係性─ピエール・シャローの「ガラスの家」における金属フレームについて─

上村昂平│大阪府  大阪学院大学高等学校出身│奨励賞│

自主運営型シェアハウスの居住実態と可能性に関する研究─大倉荘での体験を通して─

國重裕太│岡山県  東岡山工業高等学校出身│奨励賞│

スコット・バートンの家具作品─その特徴と展開について─

鈴木勇司│兵庫県  兵庫工業高等学校出身│奨励賞│

映画における建築空間─小津安二郎の映画作品─

火置彩子│兵庫県  篠山産業高等学校出身│奨励賞│

「家族で住む」ということ─２世帯住宅の住まい方─

松下真子│広島県  呉宮原高等学校出身│奨励賞│

建築雑誌におけるカラーページの変遷に関する研究─雑誌『新建築』を事例に─

栁原逸聖│大阪府  工芸高等学校出身│奨励賞│

兵庫運河周辺における水辺空間の親水性に関する研究
松本達郎│宮崎県  宮崎大宮高等学校出身│奨励賞│

グラーツにおける都市型住宅の歴史と住まい方─ Grunderze i t 期の建築をケーススタディとして─

川下史博│奨励賞│

香川県高松市に建つ、香川県立体育館が2014年に閉館された。香川県立体育館は吊り
構造という特殊な構造で成立しており、同年に設計された代々木国立屋内総合競技場にも見
られた丹下建築を代表する構造である。そこで、建築・丹下健三・巡礼等のキーワードを元に、
人を運ぶ船をモチーフにした、香川県立体育館のもつ構造・モニュメント性・歴史性・地域性を
再構成したうえで、再び市民の記憶に残る場所として機能する提案とした。

巡礼の舟

澤井克優│大阪府  今宮工科高等学校出身│作品│奨励賞│








































